
障害者支援施設 第 2 クローバー学園 

第 2 回 地域連携推進会議 議事録 

 

1.日 時  令和 8 年 1 月 23 日(金) 午前 10 時 30 分～午後 12 時 30 分 

 

2.場 所  第 2 クローバー学園 相談室及び全館を訪問 

 

3.出席者 (委  員)利用者代表 1 名  地域代表 1 名 利用者保護者代表 1 名 

              民生委員 1 名 

       (事務局)施設長・係長・支援員 

 

4.施設内見学 ロビー～交流棟(アロマタッチの施術の様子)～かえで寮(入所 1)

～食堂(栄養士から食事に関して説明する、3 択メニューから選ん

でもらう)～けやき寮(入所 2)～作業棟(通所系)～パン工房(見学

要望があり見学) 

 

係長、支援員、利用者代表が、生活の場をみんなに見学してもらい説明をする。 

見学しながら利用者さんと支援員の会話やしぐさ、服装等について目を向ける。 

 

－会議開始－ 

   施設長挨拶 

    今年度第 2 回目の推進会議にご参加くださり感謝申し上げます。前回の会

議からマルシェだったり、手芸材料(着物や帯)の寄付など繋がりができ、大

変助かりましたし嬉しく思っています。利用者さんがその人らしく安心して暮

らせるよう施設と地域との連携を大切にしていきたいと思っています。本日

はよろしくお願いします。 

 

 5.議 題 

 (1)施設内を見て回った感想、ご意見等 

   見学しながら説明を聞いたが、施設内の環境がとても良いと感じたこと、説明 

の中で利用者さん一人一人に合った細かな対応をしており、利用者さんの 

笑顔が多いこと、職員さんが落ち着いた声掛けをしていた。 

施設の中は、独特の臭いがあると感じていたが、前回の見学の時も思ったこと 

だが、どこもきれいで気持ち良かった。楽しいイメージが持てたので、自分も

住める環境であった。 

 



 (2) 担当部署(医務課～事務課～栄養課～支援課)からの対応と報告 

   担当部署より、普段の取り組みについて説明する。利用者さん一人一人の健

康状態や排便状況の確認から体調不良の時や定期通院の対応、普段の運動、

訪問リハ等健康に過ごせるよう対応や感染症等もあるので、自身の身を守る

ガウンテクニック勉強会実施。一人一人の栄養のことを考え、目でも楽しめ少

しでも残食を減らし、楽しく食事ができるよう季節食づくりや行事食を取り入

れて工夫している。事務では、大事な財産を守り、生活しやすいよういつでも

個々の要望に応えられるよう支援員と協力し、環境を整え、安心と安全を守り

生活できるよう支援している等利用者さんが住みやすい環境づくりについて

説明する。 

 

 (3) 委員からの意見や質問、感想について 

 お話を頂いたときは、なかなか足を踏み入れずらい印象があったし、少し気

が重いという気持ちがあったが、いざ中に入ると利用者さんは明るいし、笑

顔がいっぱい、話しかけても応えてくれる方が多い、職員さんも気持ちの良

い挨拶が返ってくる、落ち着いた声掛けをしていて微笑ましかったので、知

らない世界を知ることができ良かった。委員になったことで、着なくなった

着物や帯が役に立つことも分かったし、いつでも立ち寄れる場所だと知るこ

とができたことはうれしくなった。 

 給食の試食会があり、一緒に食事ができ、いつもこんな美味しい温かい食事

と栄養的に計算され健康的で驚いた。担当部署からの説明もあったが、全

職員から守られている利用者さんは安心だろうと感じました。一緒にご飯を

食べたり、YouTube で電車や飛行機を見て楽しんでいることを聞けて良

かったなど委員の皆さんからたくさんのお言葉を頂きました。 

 

 

6.最後に施設長より 

  本日は、お忙しい中、貴重なお時間を頂き、誠にありがとうございました。施設 

では色々販売や行事も行っていますので、お気軽にお立ち寄り頂きたいと思いま 

す。皆さんとの繋がりもでき、これから先もよろしくお願いいたします。委員になっ 

て良かったことを、次の方にもつなげて頂けたら嬉しいです。令和 7 年度第 2 回 

地域連携推進会議を終了します。ありがとうございました。 


